
メキシコのタクシー運転手のあいだで根強い人気を誇るツル（日本名サ
ニー）。１９９１年以来いまも製造を続けるメキシコ日産のロングセラー車。
（筆者撮影）
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成
長
す
る
メ
キ
シ
コ
自
動
車
産
業
だ
が
、
そ
れ
で
は
メ
キ
シ
コ
企
業
は
ど
こ
に
、
ど
の
程
度
参
入
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。

１

メ
キ
シ
コ
企
業
は
ど
こ
に

自
動
車
メ
ー
カ
ー
は

す

べ

て

外

資

自
動
車
産
業
は
完
成
車
組
立
て
と
自
動
車
部
品
製
造
の
ふ
た
つ
の
部
門
か
ら
な

る
。
メ
キ
シ
コ
の
完
成
車
組
立
て
部
門
に
は
メ
キ
シ
コ
企
業
は
存
在
せ
ず
、
自

動
車
メ
ー
カ
ー
は
す
べ
て
外
資
系
企
業
だ
。

表
３－

１
に
二
〇
一
三
年
現
在
の
メ
キ
シ
コ
で
完
成
車
組
み
立
て
を
行
う
主
要
自
動
車
メ
ー
カ
ー
を
示

し
た
。
メ
キ
シ
コ
の
自
動
車
生
産
・
輸
出
統
計
は
、
統
計
を
編
纂
す
る
業
界
団
体
が
乗
用
車
・
小
型
ト
ラ
ッ

ク
（
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ａ
）
と
大
型
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
（
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｔ
）
の
ふ
た
つ
に
分
か
れ
て
い
る
た
め
に
、
そ
れ

ぞ
れ
に
分
け
て
発
表
さ
れ
る
。
二
〇
一
三
年
の
生
産
台
数
は
乗
用
車
・
小
型
ト
ラ
ッ
ク
が
二
九
三
万
台
、

大
型
バ
ス
・
ト
ラ
ッ
ク
が
一
二
万
台
だ
っ
た
。
以
下
で
は
生
産
台
数
の
大
部
分
を
占
め
る
乗
用
車
・
小
型

ト
ラ
ッ
ク
に
焦
点
を
当
て
て
検
討
を
進
め
る
。
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車種（工業会） 親会社
親会社
所在地

メキシコ子会社名

乗用車・
小型トラック
（AMIA）３

日産自動車 日本 Nissan Mexicana
Volkswagen ドイツ Volkswagen de México２

General Motors 米国 General Motors de
México２

Ford Motor Company 米国 Ford Motor Company２

Chrysler/Fiat１ 米国 Chrysler de México
ホンダ技研工業 日本 Honda de México

トヨタ自動車 日本 Toyota Motor Sales de
México

大型トラック・
バス

（ANPACT）３

Daimler ドイツ Grupo Freightliner de
México

Paccar 米国 Kenworth Mexicana

Navistar 米国 Camiones y Motores
International de México

Volvo スウェーデン Volvo Autobuses México/
Volvo Trucks México

いすゞ自動車 日本 Isuzu México

日野自動車 日本 Hino Motors
Manufacturing México

表３－１ メキシコの主要乗用車・トラック・バス・トラッ
クのアセンブラー

（出所） AMIA, ANPACT のホームページ情報をもとに筆者作成。
（注）１．２００９年に破産した Chryslerの過半数株式をイタリアの Fiat

が取得した。Chrysler de Méxicoは２０１１年よりメキシコ州トルー
カ工場でフィアット車の生産を開始している。
２．Ford Motor, General Motors de México, Volkswagen de

Méxicoは乗用車、小型トラックの他に大型トラックも生産し、
ANPACT にも加盟している。
３．AMIA（Asociación Mexicana de Industria Automotriz）はメキ
シコ自動車工業会、ANPACT（Asociación Nacional de Productores
de Autobuses, Camiones y Tractocamiones）は全国バス・トラッ
ク・トラクター生産者組合。
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表
３－

１
に
挙
げ
た
乗
用
車
・
小
型
ト
ラ
ッ
ク
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
七
社
の
う
ち
、
ト
ヨ
タ
と
ホ
ン
ダ

の
生
産
台
数
は
と
も
に
六
万
台
（
二
〇
一
三
年
）
と
小
さ
い
。
両
社
と
も
に
メ
キ
シ
コ
で
の
生
産
活
動
の
歴

史
は
浅
く
、
ホ
ン
ダ
は
一
九
九
六
年
に
、
ト
ヨ
タ
は
さ
ら
に
遅
れ
て
二
〇
〇
六
年
に
メ
キ
シ
コ
で
自
動
車

の
組
立
て
を
開
始
し
た
。
さ
ら
に
部
品
の
国
内
調
達
率
は
非
常
に
低
い
。
生
産
規
模
と
、
部
品
調
達
を
と

お
し
た
メ
キ
シ
コ
経
済
へ
の
統
合
度
の
ふ
た
つ
の
点
で
、
両
社
の
メ
キ
シ
コ
自
動
車
産
業
に
お
け
る
存
在

感
は
小
さ
か
っ
た
。
二
〇
一
三
年
時
点
で
の
メ
キ
シ
コ
の
主
要
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
、
こ
の
二
社
を
除
く

五
社
、
す
な
わ
ち
米
国
の
Ｇ
Ｍ
、
フ
ォ
ー
ド
、
二
〇
一
一
年
に
フ
ィ
ア
ッ
ト
に
買
収
さ
れ
た
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
、

ド
イ
ツ
の
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
、
日
本
の
日
産
の
五
社
と
い
え
る
。

図
３－

１
に
企
業
別
生
産
台
数
の
一
九
八
二
年
か
ら
二
〇
一
三
年
ま
で
の
推
移
を
示
し
た
。
一
九
八
二

年
は
対
外
債
務
危
機
が
発
生
し
た
年
だ
。
危
機
の
発
生
を
契
機
に
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
自
動
車
産
業
は

そ
れ
ま
で
の
国
内
市
場
向
け
産
業
か
ら
輸
出
向
け
産
業
に
転
換
を
遂
げ
た
。
こ
の
過
程
に
お
い
て
五
社
が

相
等
し
く
生
産
台
数
の
拡
大
に
寄
与
し
て
き
た
こ
と
が
、
こ
の
図
か
ら
読
み
取
れ
る
。

実
態
が
わ
か
り
に
く
い
部
品
部
門

自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
比
較
し
て
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
の
実
態
把

握
は
難
し
い
。
そ
れ
は
生
産
者
の
数
が
多
い
わ
り
に
は
情
報
が
少
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な
い
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
よ
う
な
制
約
が

あ
る
こ
と
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
ふ
た

つ
の
資
料
を
も
と
に
自
動
車
部
品
工
業
の

概
要
を
探
っ
て
み
た
い
。
資
料
の
ひ
と
つ

は
全
国
自
動
車
部
品
工
業
会
（
Ｉ
Ｎ
Ａ
）
が

作
成
す
る
二
〇
一
〇
年
版
の
『
自
動
車
部

品
メ
ー
カ
ー
名
簿
』（
以
下
「
名
簿
」）、
も
う

ひ
と
つ
は
『
二
〇
〇
九
年
経
済
セ
ン
サ

ス
』（
以
下
「
セ
ン
サ
ス
」）
だ
。

「
名
簿
」
が
捕
捉
す
る
の
は
八
九
四
社
、

九
五
一
事
業
所
の
情
報
だ
が
、
八
九
四
社

の
活
動
業
種
に
は
「
セ
ン
サ
ス
」
の
分
類

に
よ
る
「
自
動
車
部
品
」
以
外
に
、「
車

体
・
ト
レ
ー
ラ
ー
」、「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

自
動
車
部
品
」、「
タ
イ
ヤ
・
チ
ュ
ー
ブ
」、

図３－１ メキシコの乗用車・小型トラックの企業別生産台
数の推移（１９８２～２０１３年）

（出所） INEGI, Industria automotriz en México,１９９７，２００１，２００３，
２００６，２００９，２０１０／AMIA, Boletín de prensa，２０１１年１２月、２０１２年１２
月、２０１３年１２月。

（注）１．１９９７－２００３年のクライスラーはダイムラークライスラー。
２．その他はトヨタ、ホンダ。
３．２０１１年、２０１２年のクライスラーの生産台数にはフィアットも
含める。
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さ
ら
に
は
素
材
製
造
、
設
備
機
器
の
製
造
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
素
材
・
部
品
の
輸
入
販
売
な
ど
も
含
ま
れ

て
い
る
。
こ
こ
で
は
セ
ン
サ
ス
の
分
類
を
「
狭
義
の
自
動
車
部
品
」
と
呼
び
、
そ
れ
に
「
車
体
・
ト
レ
ー

ラ
ー
」「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
自
動
車
部
品
」「
タ
イ
ヤ
・
チ
ュ
ー
ブ
」
を
加
え
た
も
の
を
「
広
義
の
自
動
車

部
品
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。

「
セ
ン
サ
ス
」
は
事
業
所
を
捕
捉
対
象
と
す
る
。
つ
ま
り
大
企
業
が
国
内
に
複
数
の
拠
点
を
も
つ
場
合
、

そ
れ
ぞ
れ
が
事
業
所
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。「
セ
ン
サ
ス
」
の
メ
リ
ッ
ト
は
国
内
の
す
べ

て
の
事
業
所
を
網
羅
的
に
捕
捉
す
る
点
に
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
に
メ
キ
シ
コ
に
は
狭
義
の
自
動
車
部
品
を

製
造
す
る
事
業
所
が
一
二
三
六
、
広
義
の
自
動
車
部
品
を
製
造
す
る
事
業
所
が
二
一
三
九
カ
所
存
在
し
た
。

「
名
簿
」
と
「
セ
ン
サ
ス
」
の
事
業
所
の
数
の
差
は
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
。
私
は
「
名
簿
」
の
企
業

は
、
業
界
団
体
の
Ｉ
Ｎ
Ａ
が
把
握
す
る
企
業
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
お
も
に
新
車
用
組
み
付
け
部
品
を
製
造

す
る
比
較
的
規
模
の
大
き
な
企
業
だ
と
考
え
て
い
る
。
表
３－

２
に
「
セ
ン
サ
ス
」
が
捕
捉
す
る
二
一
三

九
事
業
所
の
就
業
者
規
模
別
構
成
を
示
し
た
。
表
か
ら
全
体
の
四
割
（
八
七
四
事
業
所
）
が
就
業
者
一
〇
人

以
下
の
零
細
事
業
所
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
零
細
事
業
所
が
「
名
簿
」
外
の
事
業
所
に
該
当

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
が
捕
捉
す
る
事
業
所
と
業
種
の
関
係
を
示
し
た
の
が
図
３－

２
だ
。「
名
簿
」
が
捕
捉
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就業者の
規模

事業所数

自動車
部品製造

車体・
トレーラー

プラスチック
製自動車部品

タイヤ・
チューブ

合計

１－１０人 ３１０ ４９９ ６５ ０ ８７４
１１－５０人 ２１２ １４０ ２９ ４ ３８５
５１－２５０人 ２６７ ５３ ４５ ３ ３６８
２５０人以上 ４４７ ９ ２９ ８ ４９３

合計２ １，２３６ ７０６ １７６ ２１ ２，１３９

表３－２ ２００９年経済センサスによるメキシコの広義の自動
車部品製造業の就業者規模別構成１

（出所）INEGI. Censos económicos 2009.
（注）１．広義の自動車部品製造業には以下の産業分類項目を含んでい

る（括弧内は産業分類コード）。車体・トレーラー（３３６２）、自
動車部品（３３６３）、プラスチック製自動車部品（３２６１９２）、タイ
ヤ・チューブ（３２６２１１）。
２．原表の各分類合計の合計値。分類ごとのより細かな規模別の
数字に欠落部分があるために、表の数字を足しあげた合計と齟
齬がある。

図３－２ メキシコの自動車部品製造の担い手

（出所）INEGI, Censos económicos 2009と INA, Directorio de
empresas de autopartes 2010をもとに筆者作成。
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す
る
企
業
（
破
線
部
分
）
は
、「
セ
ン
サ
ス
」
が
捕
捉
す
る
自
動
車
部
品
お
よ
び
関
連
産
業
の
事
業
所
全
体

（
実
線
部
分
）
の
一
部
だ
が
、
先
の
理
由
か
ら
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
は
ほ
と
ん
ど
が
「
名
簿
」

に
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
本
書
で
は
も
っ
ぱ
ら
「
名
簿
」
を
も
と
に
考
察
を
す
す
め

る
こ
と
と
す
る
。

零
細
事
業
所
の
世
界

と
こ
ろ
で
、
図
３－

２
が
示
す
「
名
簿
」
外
の
事
業
所
の
存
在
は
何
を
意
味
す

る
の
だ
ろ
う
か
。
メ
キ
シ
コ
企
業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
へ
の
参
入
を
考
え
る

う
え
で
重
要
と
思
わ
れ
る
た
め
、
こ
こ
で
私
見
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

メ
キ
シ
コ
に
は
新
車
市
場
の
ほ
か
に
巨
大
な
中
古
車
市
場
が
存
在
す
る
。
二
〇
一
一
年
の
メ
キ
シ
コ
の

国
内
向
け
新
車
生
産
台
数
が
四
一
万
台
で
あ
る
の
に
対
し
、
中
古
車
の
輸
入
台
数
は
ほ
ぼ
同
じ
規
模
の
三

九
万
台
に
上
っ
た
。
そ
の
大
部
分
が
米
国
と
カ
ナ
ダ
か
ら
の
輸
入
だ
。
巨
大
な
中
古
車
プ
ー
ル
の
存
在
は

巨
大
な
補
修
部
品
、
中
古
車
改
装
の
需
要
を
生
む
。
零
細
事
業
所
の
半
分
強
を
「
車
体
・
ト
レ
ー
ラ
ー
」

が
占
め
る
が
、
そ
の
実
態
は
中
古
車
や
中
古
ト
ラ
ッ
ク
の
改
装
業
者
や
架
装
業
者
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

つ
ま
り
メ
キ
シ
コ
に
は
新
車
向
け
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
、
い
わ
ゆ
る
Ｏ
Ｅ
Ｍ
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
ほ

か
に
、
中
古
車
向
け
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
併
存
す
る
こ
と
に
な
る
。
後
者
の
存
在
が
小
規
模
・
零
細
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の
メ
キ
シ
コ
企
業
の
存
続
の
受
け
皿
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
私
は
み
て
い
る
。

頭
で
っ
か
ち
の

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

「
名
簿
」
が
捕
捉
す
る
企
業
の
数
は
八
九
四
社
だ
。「
名
簿
」
に
は
企
業
が
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
重
層
的
な
取
引
構
造
の
ど
の
階
層
に
位
置
す
る
か
の
記
述
が

あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
階
層
ご
と
の
企
業
数
を
示
せ
ば
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
を

顧
客
と
す
る
一
次
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
（
テ
ィ
ア
１
と
呼
ば
れ
る
）
が
三
八
三
社
、
テ
ィ
ア
１
を
顧
客
と
す
る
二
次

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
（
テ
ィ
ア
２
）
が
二
一
八
社
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
一
次
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
双
方
を
顧
客
と

す
る
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
（
テ
ィ
ア
１
・
２
）
が
二
六
九
社
、
テ
ィ
ア
２
を
顧
客
と
す
る
三
次
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
（
テ
ィ

ア
３
）
が
一
五
社
と
な
る
。
明
ら
か
に
補
修
部
品
製
造
専
業
や
日
本
で
は
部
品
メ
ー
カ
ー
に
は
含
め
な
い
ト

ラ
ッ
ク
の
架
装
業
と
み
ら
れ
る
企
業
も
「
名
簿
」
に
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
数
字
は
額
面
ど
お
り
に
受
け

取
れ
な
い
面
が
あ
る
。
Ｏ
Ｅ
Ｍ
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
は
、
こ
れ
ら
の
数
字
よ
り
も
少
な
い
数
の
企
業
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
こ
の
点
を
考
慮
に
入
れ
た
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
次
の
点

を
、
メ
キ
シ
コ
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
階
層
分
布
の
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
。
第
一
に
階
層
の
数
が

少
な
い
こ
と
、
第
二
に
階
層
上
位
ほ
ど
層
が
厚
く
頭
で
っ
か
ち
な
構
造
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
二
点
だ
。
こ

れ
は
日
本
に
み
ら
れ
る
階
層
の
数
が
多
く
、
下
層
ほ
ど
企
業
数
が
多
い
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
構
造
と
は
大
き
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く
異
な
る
。

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
多
様
性

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
特
徴
は
国
ご
と
に
多
様
だ
。
日
本
の
特
徴
は
、

自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
部
品
内
製
率
を
低
く
し
、
部
品
メ
ー
カ
ー
と
の

あ
い
だ
に
系
列
化
さ
れ
た
効
率
的
な
垂
直
的
分
業
体
制
を
組
織
し
、
長
期
安
定
的
な
取
引
に
よ
っ
て
重
要

部
品
ま
で
外
部
調
達
す
る
点
に
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
米
国
の
一
九
八
〇
年
代
ま
で
の
特
徴
は
、
自
動
車
メ
ー

カ
ー
は
内
製
率
を
高
く
し
て
、
重
要
度
の
低
い
部
品
を
多
数
の
部
品
メ
ー
カ
ー
か
ら
短
期
の
市
場
取
引
で

調
達
す
る
点
に
あ
っ
た
。
自
動
車
産
業
研
究
の
第
一
人
者
下
川
浩
一
は
、
日
米
の
違
い
が
生
じ
た
要
因
を
、

次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
（
下
川１９９０

）。
す
な
わ
ち
、
米
国
で
は
自
動
車
産
業
発
展
の
初
期
に
優
れ
た

機
械
メ
ー
カ
ー
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
の
メ
ー
カ
ー
が
部
品
・
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
を
供
給
し
自
動
車
メ
ー
カ
ー

を
育
成
す
る
役
割
を
果
た
し
た
。
し
か
し
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
、
大
企
業
に
成
長
す
る
と
、
部
品
供
給
の

安
定
化
と
量
産
効
果
を
重
視
し
て
、
自
ら
部
品
製
造
を
始
め
る
と
同
時
に
部
品
メ
ー
カ
ー
を
買
収
し
自
ら

の
事
業
に
統
合
し
た
。
そ
の
た
め
に
内
製
率
の
高
い
部
品
供
給
構
造
と
な
っ
た
と
い
う
。

こ
れ
に
対
し
日
本
の
自
動
車
産
業
は
第
二
次
大
戦
直
後
、
部
品
メ
ー
カ
ー
不
在
の
条
件
で
成
長
を
開
始

し
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
部
品
メ
ー
カ
ー
を
育
て
る
方
針
を
採
用
し
た
。
内
製
化
を
選
択
し
な
か
っ
た
の
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は
、
資
金
的
な
制
約
と
、
一
九
五
〇
年
の
ト
ヨ
タ
争
議
、
一
九
五
三
年
の
日
産
争
議
の
ト
ラ
ウ
マ
か
ら
過

剰
人
員
を
抱
え
込
む
リ
ス
ク
を
忌
避
し
た
な
ど
の
理
由
か
ら
だ
っ
た
。
つ
ま
り
日
米
の
違
い
は
、
産
業
発

展
の
歴
史
的
経
緯
の
違
い
に
よ
り
生
じ
た
も
の
だ
っ
た
。

メ
キ
シ
コ
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
頭
で
っ
か
ち
な
構
造
も
、
同
様
に
、
次
章
で
述
べ
る
よ
う
に
、
産

業
発
展
の
歴
史
的
経
緯
か
ら
説
明
で
き
る
。

外
資
が
席
巻

す
る
部
品
部
門

二
〇
一
〇
年
前
後
に
お
い
て
メ
キ
シ
コ
の
部
品
メ
ー
カ
ー
の
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
外

資
系
企
業
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。「
い
わ
れ
て
い
る
」
と
表
現
す
る
理
由
は
、
七

〇
パ
ー
セ
ン
ト
説
を
上
げ
る
資
料
の
ど
れ
も
が
数
字
の
根
拠
を
示
さ
ず
、
原
典
に
た

ど
り
つ
け
な
い
た
め
だ
。
そ
の
よ
う
な
数
字
で
あ
る
こ
と
を
断
っ
た
う
え
で
、
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
説
を
紹

介
し
よ
う
。

国
連
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
経
済
委
員
会
（
Ｃ
Ｅ
Ｐ
Ａ
Ｌ
）
の
報
告
書
（
Ｃ
Ｅ
Ｐ
Ａ
Ｌ２０１０

）
に
よ
れ
ば
、
二
〇

〇
九
年
に
メ
キ
シ
コ
自
動
車
産
業
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
数
は
一
九
四
五
、
こ
の
う
ち
テ
ィ
ア
１
が
三
四
五

に
上
っ
た
（
事
業
所
数
か
企
業
数
か
は
不
明
）。
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
全
体
の
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
外
資
系
企
業
で
、

そ
の
構
成
は
米
系
が
三
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
ド
イ
ツ
系
が
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
日
系
が
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
カ
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ナ
ダ
系
が
五
パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
た
。

七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
数
字
は
メ
キ
シ
コ
経
済
省
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
毎
年
発
表
す
る
『
自
動
車
産

業
モ
ノ
グ
ラ
フ
』
の
二
〇
一
一
年
版
に
も
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
こ
ち
ら
は
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
数
が
全
体
で

一
一
〇
〇
社
、
テ
ィ
ア
１
が
三
四
五
社
、
そ
れ
ぞ
れ
の
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
外
資
系
企
業
で
あ
る
と
説
明

す
る
（Secretaría

de
E

conom
ía２０１１

）。

ふ
た
つ
の
報
告
書
の
全
体
数
の
違
い
を
ど
う
理
解
す
べ
き
か
は
、
資
料
の
制
約
か
ら
明
ら
か
で
な
い
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
ふ
た
つ
の
報
告
書
が
一
致
す
る
点
は
、
メ
キ
シ
コ
自
動
車
部
品
工
業
に
お
い
て
外
資
系
の

事
業
所
あ
る
い
は
企
業
の
比
重
が
き
わ
め
て
高
い
と
い
う
点
だ
。

七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
数
字
は
、
メ
キ
シ
コ
の
ラ
イ
バ
ル
、
ブ
ラ
ジ
ル
や
タ
イ
と
比
較
し
て
も
高
い
。

表
３－

３
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
ふ
た
つ
の
自
動
車
業
界
団
体
の
会
員
企
業
五
〇
四
社
（
テ
ィ
ア
２
以
下
も
含
む
と
み

ら
れ
る
）
と
タ
イ
の
テ
ィ
ア
１
企
業
六
三
五
社
の
資
本
国
籍
の
構
成
を
示
し
て
い
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
場
合
は

外
国
資
本
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
過
半
の
企
業
が
合
わ
せ
て
全
体
の
三
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
タ
イ
の
場
合
は

過
半
の
企
業
が
全
体
の
四
七
パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
た
。
タ
イ
の
場
合
、
こ
の
ほ
か
に
テ
ィ
ア
２
、
テ
ィ
ア
３

と
し
て
地
場
企
業
が
お
よ
そ
一
七
〇
〇
社
存
在
す
る
。
メ
キ
シ
コ
は
二
カ
国
と
比
較
し
て
外
資
系
企
業
の

比
率
が
非
常
に
高
く
、
タ
イ
と
比
較
し
て
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
下
層
の
地
場
企
業
の
厚
み
が
非
常
に
薄
い
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と
い
え
る
。

そ
れ
で
は
実
際
に
Ｏ
Ｅ
Ｍ
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
に
メ
キ
シ
コ
企
業
は
ど
の
程
度

参
入
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
テ
ィ
ア
１

と
テ
ィ
ア
２
に
分
け
て
み
て
み
よ
う
。
ふ

た
つ
に
分
け
る
理
由
は
、
情
報
量
や
企
業

の
特
徴
が
異
な
る
た
め
だ
。
い
ず
れ
も
公

開
情
報
は
少
な
い
が
、
そ
れ
で
も
テ
ィ
ア

１
の
場
合
、
企
業
規
模
が
大
き
い
こ
と
と

情
報
公
開
度
が
高
い
た
め
、
参
入
情
報
を

把
握
し
や
す
い
。

ブラジル（５０４社）１ タイ（６３５社）２

現地資本１００％ ５９ ２３
外国資本１００％ ３１
現地資本過半 ２ ３０
外国資本過半 ８ ４７
現地資本・外国資本半々 １

合計 １００ １００

表３－３ ブラジルとタイの自動車部品企業の資本国籍
（２０１０年）

（出所） ブラジルは SINDIPEÇAS、ABIPEÇAS（２０１１,１２）、タイはワ
ンロップ・ティアシリ「タイ自動車産業におけるビジネスチャンス」
（https : //www.asean.or.jp/ja/invest/about/eventreports/２０１１/２０１１/
２０.html２０１２年１１月８日閲覧）

（注）１．５０４社は二つの自動車部品工業会（SINDIPEÇAS, ABIPEÇAS）
の会員企業数の合計。SINDIPEÇASは Sindicato Nacional da
Industria de Componentes para Veiculos Automotores。
ABIPEÇASは Associação Brasileira da Industria de Autopeças。
２．645社はティア１企業の数。情報の出所は Thailand Automotive

Institute 内部資料。
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２

メ
キ
シ
コ
系
勝
ち
組
テ
ィ
ア
１
企
業

テ
ィ
ア
１
の
世
界
は
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
が
ひ
し
め
く
激
戦
区
と
い
え
る
。
そ
の
激
戦
区
に
参
入
す
る
メ

キ
シ
コ
企
業
が
、
数
は
少
な
い
が
存
在
す
る
。「
名
簿
」
や
そ
の
他
の
資
料
を
も
と
に
少
な
く
と
も
四
六
の

メ
キ
シ
コ
企
業
が
Ｏ
Ｅ
Ｍ
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
テ
ィ
ア
１
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

四
六
社
の
う
ち
三
一
社
が
財
閥
の
傘
下
企
業
で
あ
る
。
表
３－

４
に
三
一
社
が
属
す
る
九
つ
の
財
閥
の
概

要
を
示
し
た
。
こ
の
う
ち
キ
ム
コ
を
除
く
八
財
閥
の
傘
下
企
業
な
ら
び
に
財
閥
以
外
の
一
五
社
の
う
ち
少

な
く
と
も
一
〇
社
が
日
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
だ
。

メ
キ
シ
コ
の
財
閥

ま
ず
財
閥
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
こ
う
。
経
営
史
学
で
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
所
有
経

営
支
配
す
る
事
業
多
角
化
し
た
寡
占
企
業
の
集
団
を
財
閥
と
定
義
す
る
。
た
だ
し

本
書
で
は
事
業
多
角
化
を
定
義
か
ら
外
し
、
財
閥
を
よ
り
広
く
と
ら
え
て
い
る
。
理
由
は
メ
キ
シ
コ
の
ビ

ジ
ネ
ス
・
グ
ル
ー
プ
の
特
徴
と
し
て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
よ
る
所
有
経
営
支
配
と
寡
占
企
業
集
団
の
形
成
は

恒
常
的
に
観
察
さ
れ
る
特
徴
で
あ
る
の
に
対
し
、
事
業
の
幅
は
時
々
の
戦
略
や
経
済
環
境
に
応
じ
て
変
化
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し
て
き
た
こ
と
が
あ
る
（
星
野２００４

；

星
野２０１０

）。
ち
な
み
に
こ
れ
か
ら
検
討
す
る
な
か
で
は
ボ
カ
ー
ル
、

ビ
ト
ロ
、
サ
ン
ル
イ
ス
、
キ
ム
コ
が
二
〇
一
三
年
時
点
で
事
業
多
角
化
し
て
い
な
い
財
閥
に
当
た
る
。

財
閥
は
メ
キ
シ
コ
の
経
済
発
展
の
主
要
な
担
い
手
で
あ
り
、
メ
キ
シ
コ
経
済
に
お
い
て
支
配
的
な
地
位

を
占
め
て
き
た
。
自
動
車
部
品
と
の
関
連
で
重
要
な
点
は
、
こ
の
業
種
が
創
生
期
の
財
閥
に
そ
の
後
の
成

長
の
足
掛
か
り
を
提
供
し
た
こ
と
だ
。
表
３－

４
の
九
財
閥
は
自
動
車
部
品
生
産
へ
の
参
入
時
期
に
よ
っ

て
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
で
き
る
。
第
一
の
グ
ル
ー
プ
が
一
九
六
〇
年
代
に
参
入
し
た
四
つ
の
財
閥
、

プ
ロ
エ
サ
、
ク
オ
、
サ
ル
テ
ィ
ー
ヨ
、
ボ
カ
ー
ル
、
第
二
の
グ
ル
ー
プ
が
一
九
七
〇
年
代
末
に
参
入
し
た

二
つ
の
財
閥
、
ア
ル
フ
ァ
と
ビ
ト
ロ
、
第
三
が
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
企
業
買
収
に
よ
っ
て
参
入
し
た
三

つ
の
財
閥
、
サ
ン
ル
イ
ス
、
カ
ル
ソ
、
キ
ム
コ
だ
。
三
一
社
に
は
財
閥
が
創
設
し
た
企
業
と
買
収
し
た
企

業
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
企
業
は
経
済
自
由
化
後
の
厳
し
い
競
争
環
境
を
く
ぐ
り
抜
け
て
存
続
し

て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
勝
ち
組
企
業
と
い
え
る
。
勝
ち
組
が
い
る
と
す
れ
ば
負
け
組
も
い
る
こ
と
に
な

る
。
負
け
組
と
は
、
環
境
変
化
に
適
応
で
き
ず
淘
汰
さ
れ
た
数
多
く
の
企
業
で
あ
っ
た
。
負
け
組
企
業
の

淘
汰
に
つ
い
て
は
次
章
で
述
べ
る
。
以
下
で
は
代
表
的
な
財
閥
を
取
り
上
げ
て
事
業
の
特
徴
を
述
べ
た
い
。
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自動車部品部門の
従業員数（２０１２年） 財閥について

およそ
８，０００

１９５６年母企業設立。１９６０年にシャシー生産で自動車部品
生産に参入。他に果樹・果汁、医療サービス部門を持
つ。従業員総数は約１万人。

３，５０６
１９６０年自動車部品部門の母企業設立。１９７３年に財閥持株
会社設立。他に食品、養豚、化学、航空機部品部門を
持つ。従業員総数は１８，２７２人。

２，１５０１
母企業は１９２８年設立。１９６４年にクライスラー向けエンジ
ンモノブロック生産で自動車部品生産に参入。他に建
材、家庭用品部門を持つ。従業員総数５，８９９人。

およそ
６，０００

ドイツ人移民が創設、自動車部品生産に特化。

２０，３１２

モンテレイ財閥の分裂により１９７４年設立。１９７９年フォー
ドと合弁でネマックを設立し自動車部品生産に参入。
他に食品、石油化学、電話、天然ガス・石油採掘部門
を持つ、従業員総数５９，８４７人。

５，８３９２
１９０９年母企業設立。１９３６年財閥持株会社設立。１９７９年
フォードと合弁でビトロフレックスを設立し輸出向け
の自動車用ガラス生産で参入。ガラス生産に特化。従
業員総数１６，６８４人。

４，４１７
１９８４年財閥持株会社設立。１９８８年にラッシーニを買収し
自動車部品生産に参入。以前は工業、商業部門を持っ
ていたが売却し、自動車部品生産に特化。

１８，５００３
１９８０年財閥持株会社設立。１９９２年にコンドゥメックスを
買収し自動車部品生産に参入。他に電話、インターネッ
ト、ケーブルテレビ、デパート、レストラン、タバコ、
インフラ建設等、幅広い事業を傘下に持つ。

およそ
５，０００

１９９４年に財閥持株会社を設立。自動車部品生産に特化。

ティア１サプライヤー
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財閥名
（持株会社名） 主要製品 自動車部品生

産への参入年

プロエサ
（Proeza）

シャシー部品、ダイス、モールド、スタ
ンピング、鋳造部品 １９６０

クオ
（Grupo Kuo）

マニュアルトランスミッション、補修用
エンジンパワートレイン、ブレーキ部品 １９６０

サルティーヨ
（Grupo Industrial
Saltillo）

シリンダーヘッド、モノブロック、鉄鋳
造部品 １９６４

ボカール
（Grupo Bocar）

オイルポンプ、ウォーターポンプ、アル
ミ鋳造部品、プラスチック部品他 １９６７

アルファ
（Alfa）

アルミ製シリンダーヘッド、モノブロッ
ク、トランスミッション部品 １９７９

ビトロ
（Vitro）

自動車用ガラス １９７９

サンルイス
（Sanluis
Corporación）

サスペンション部品、ブレーキ部品 １９８８

カルソ
（Grupo Carso）

ワイヤーハーネス、ショックアブソー
バー、ケーブル １９９２

キムコ
（Quimmco）

クランクシャフト、鋳造・鍛造部品、精密
切削加工、切削工具、鍛造・鋳造用金型 １９９４

表３－４ メキシコの財閥系

（出所） 各社の有価証券報告書その他をもとに筆者作成。
（注）１．２００８年の推定従業員数。

２．板ガラス部門の従業員数。
３．中間持株会社 Grupo Condumexの２００８年の推計従業員数。
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ク
オ

自
動
車
部
品

工
業
勃
興
の
立
役
者

ク
オ
は
、
複
数
の
メ
キ
シ
コ
人
企
業
家
が
傘
下
事
業
を
も
ち
寄
り
、
一
九
七
三

年
に
設
立
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
・
グ
ル
ー
プ
だ
。
旧
名
を
デ
ス
ク
と
い
い
、
二
〇
〇

七
年
に
ク
オ
に
名
称
変
更
し
た
。
グ
ル
ー
プ
結
成
の
中
心
と
な
っ
た
の
が
、
自

動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
の
ス
パ
イ
サ
ー
を
立
ち
上
げ
た
マ
ヌ
エ
ル
・
セ
ン
デ
ロ
ス
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
自
動

車
部
品
は
常
に
グ
ル
ー
プ
の
中
核
事
業
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
き
た
。
結
成
当
初
、
複
数
の
企
業
家
が
株
式

を
分
散
所
有
す
る
企
業
グ
ル
ー
プ
だ
っ
た
が
、
次
第
に
セ
ン
デ
ロ
ス
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
所
有
が
集
中
し
、

今
で
は
こ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
所
有
経
営
支
配
す
る
財
閥
に
変
わ
っ
て
い
る
。
二
〇
一
三
年
現
在
、
自
動
車

部
品
の
ほ
か
に
化
学
、
食
品
、
養
豚
、
航
空
機
部
品
な
ど
の
部
門
を
傘
下
に
も
ち
、
事
業
多
角
化
す
る
点

で
、
狭
義
の
財
閥
で
も
あ
る
。

ク
オ
の
自
動
車
部
品
部
門
は
メ
キ
シ
コ
自
動
車
部
品
工
業
の
歴
史
を
体
現
す
る
と
い
っ
て
い
い
。
メ
キ

シ
コ
自
動
車
部
品
工
業
の
創
設
は
、
一
九
六
二
年
に
部
品
国
産
化
規
制
と
部
品
メ
ー
カ
ー
へ
の
外
資
出
資

制
限
を
お
も
な
内
容
と
す
る
政
府
の
自
動
車
産
業
育
成
政
策
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が

縁
結
び
役
と
な
り
、
外
資
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
出
資
の
メ
キ
シ
コ
系
部
品
メ
ー
カ
ー
が
次
々
と
設
立
さ
れ
た

が
、
そ
の
際
に
メ
キ
シ
コ
側
の
受
け
皿
と
し
て
選
ば
れ
た
の
が
、
創
生
期
に
あ
っ
た
今
の
財
閥
だ
っ
た
。

ク
オ
の
自
動
車
部
品
部
門
の
中
核
企
業
ス
パ
イ
サ
ー
は
、
米
国
の
大
手
部
品
メ
ー
カ
ー
・
デ
ー
ナ
と
の
合
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弁
企
業
だ
っ
た
。
部
品
国
産
化
規
制
が
強
化
さ
れ
る
に
従
い
、
ク
オ
は
欧
米
の
大
手
部
品
メ
ー
カ
ー
と
合

弁
企
業
を
次
々
と
設
立
す
る
こ
と
で
製
品
の
幅
を
広
げ
て
き
た
。
そ
の
た
め
ク
オ
の
合
弁
相
手
に
は
デ
ー

ナ
以
外
に
も
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
米
国
の
Ｔ
Ｒ
Ｗ
、
イ
ー
ト
ン
、
ド
イ
ツ
の
ボ
ッ
シ
ュ
、

そ
う
そ
う

イ
ギ
リ
ス
の
Ｇ
Ｋ
Ｎ
な
ど
錚
々
た
る
顔
ぶ
れ
が
並
ん
だ
。
し
か
し
ふ
た
つ
の
理
由
か
ら
一
九
九
〇
年
代
以

降
、
合
弁
事
業
の
解
消
が
進
ん
だ
。
ひ
と
つ
は
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
政
府
の
外
資
出
資
規
制
が
撤
廃
さ

れ
た
こ
と
。
そ
の
た
め
に
ク
オ
の
持
分
を
合
弁
相
手
が
買
い
取
り
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
出
資
企
業
と
す
る

動
き
が
進
ん
だ
。
も
う
ひ
と
つ
は
一
九
八
九
年
以
降
、
ク
オ
は
経
済
自
由
化
に
対
処
す
る
た
め
に
対
外
借

り
入
れ
に
依
拠
し
て
事
業
再
編
を
進
め
る
が
、
そ
の
た
め
に
慢
性
的
に
債
務
問
題
を
抱
え
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
だ
。
二
〇
一
三
年
時
点
で
は
外
資
と
の
合
弁
を
す
べ
て
解
消
し
、
Ｏ
Ｅ
Ｍ
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
し
て

は
、
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
出
資
の
子
会
社
ト
レ
メ
ッ
ク
に
よ
る
ト
ラ
ッ
ク
、
ス
ポ
ー
ツ
車
、
農
業
用
ト
ラ

ク
タ
ー
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
製
造
に
特
化
し
て
い
る
。
こ
の
分
野
で
二
〇
一
一
年
に

ド
イ
ツ
企
業
を
買
収
し
、
イ
ン
ド
で
新
会
社
を
設
立
し
て
お
り
、
ニ
ッ
チ
市
場
戦
略
を
鮮
明
に
し
て
い
る
。

一
方
で
Ｏ
Ｅ
Ｍ
向
け
と
は
別
に
多
様
な
補
修
部
品
を
製
造
し
、
近
年
は
事
業
の
軸
足
を
徐
々
に
Ｏ
Ｅ
Ｍ
か

ら
補
修
部
品
へ
と
移
し
て
い
る
。
存
続
す
る
と
い
う
意
味
で
は
勝
ち
組
だ
が
、
部
品
メ
ー
カ
ー
と
し
て
は

往
年
の
勢
い
を
失
い
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。

第３章 自動車産業の担い手
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ア
ル
フ
ァ

グ
ロ
ー
バ
ル
・

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
へ
の
転
身

ア
ル
フ
ァ
は
メ
キ
シ
コ
で
最
も
歴
史
が
古
い
モ
ン
テ
レ
イ
財
閥
か
ら
生

ま
れ
た
財
閥
だ
。
モ
ン
テ
レ
イ
財
閥
は
そ
の
源
を
一
八
九
〇
年
設
立
の

ク
ア
ウ
テ
モ
ッ
ク
・
ビ
ー
ル
に
発
す
る
。
そ
の
モ
ン
テ
レ
イ
財
閥
が
一

九
七
四
年
に
後
継
者
争
い
で
分
裂
し
た
際
に
、
創
業
者
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
う
ち
の
ガ
ル
サ
・
サ
ダ
系
統
の
フ
ァ

ミ
リ
ー
が
製
鉄
、
製
紙
な
ど
の
事
業
を
引
き
継
い
で
設
立
し
た
の
が
ア
ル
フ
ァ
だ
っ
た
。
二
〇
一
三
年
現

在
、
自
動
車
部
品
、
石
油
化
学
、
食
品
、
通
信
を
事
業
の
主
要
な
柱
と
す
る
。

ア
ル
フ
ァ
の
自
動
車
部
品
工
業
へ
の
参
入
は
一
九
七
九
年
に
ア
ル
フ
ァ
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
フ
ォ
ー
ド

二
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
エ
ン
ジ
ン
の
ア
ル
ミ
・
シ
リ
ン
ダ
ー
ヘ
ッ
ド
を
製
造
す
る
ネ
マ
ッ
ク
を
設
立
し
た
こ

と
に
始
ま
る
。
設
立
の
背
景
に
は
国
産
化
率
の
引
き
上
げ
、
輸
出
義
務
化
を
内
容
と
す
る
メ
キ
シ
コ
政
府

の
自
動
車
産
業
育
成
政
策
の
強
化
が
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
同
じ
時
期
に
自
動
車
産
業
に
参
入
し
た
ビ
ト
ロ

は
、
ア
ル
フ
ァ
と
同
じ
く
モ
ン
テ
レ
イ
財
閥
か
ら
派
生
し
た
財
閥
で
、
同
じ
く
フ
ォ
ー
ド
と
合
弁
で
自
動

車
用
ガ
ラ
ス
製
造
に
参
入
し
て
い
る
。

ア
ル
フ
ァ
の
自
動
車
部
品
事
業
の
特
徴
は
、
ア
ル
ミ
製
の
エ
ン
ジ
ン
の
シ
リ
ン
ダ
ー
ヘ
ッ
ド
と
モ
ノ
ブ

ロ
ッ
ク
と
い
う
狭
い
製
品
分
野
に
特
化
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
事
業
展
開
す
る
点
に
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年

以
降
、
ネ
マ
ッ
ク
は
こ
の
分
野
の
欧
米
企
業
を
次
々
と
買
収
し
、
今
で
は
北
米
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
南
米
、
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ア
ジ
ア
の
一
四
カ
国
に
三
四
プ
ラ
ン
ト
を
も
つ
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
も
っ
ぱ

ら
事
業
拡
大
の
た
め
の
投
資
資
金
を
ア
ル
フ
ァ
が
負
担
し
て
き
た
た
め
に
、
フ
ォ
ー
ド
の
ネ
マ
ッ
ク
へ
の

出
資
比
率
は
二
〇
一
二
年
ま
で
に
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
低
下
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
転
身

し
フ
ォ
ー
ド
か
ら
の
自
立
を
果
た
し
た
と
い
う
意
味
で
、
ネ
マ
ッ
ク
は
勝
ち
組
テ
ィ
ア
１
企
業
の
筆
頭
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
。

カ
ル
ソ

大
富
豪

の
多
角
化
事
業

カ
ル
ソ
は
世
界
一
の
大
富
豪
カ
ル
ロ
ス
・
ス
リ
ム
率
い
る
財
閥
だ
。
そ
の
事
業
は

電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
銀
行
、
証
券
取
引
、
デ
パ
ー
ト
、

レ
ス
ト
ラ
ン
、
タ
バ
コ
、
非
鉄
金
属
加
工
、
イ
ン
フ
ラ
建
設
等
々
、
非
常
に
幅
広

い
。
ス
リ
ム
が
所
有
経
営
支
配
す
る
持
株
会
社
の
ひ
と
つ
に
グ
ル
ー
ポ
・
カ
ル
ソ
が
あ
る
が
、
そ
の
傘
下

企
業
コ
ン
ド
ゥ
メ
ッ
ク
ス
が
自
動
車
部
品
生
産
に
参
入
し
て
い
る
。

カ
ル
ソ
は
ス
リ
ム
が
一
代
で
築
き
上
げ
た
財
閥
だ
。
ス
リ
ム
の
名
を
広
く
世
に
知
ら
し
め
た
の
は
一
九

九
〇
年
の
国
営
電
話
会
社
テ
ル
メ
ッ
ク
ス
の
民
営
化
だ
っ
た
。
ス
リ
ム
は
米
仏
の
電
話
会
社
と
組
ん
で
テ

ル
メ
ッ
ク
ス
を
落
札
し
た
。
一
九
九
〇
年
代
は
メ
キ
シ
コ
国
内
で
電
話
事
業
を
拡
充
し
、
一
九
九
九
年
以

降
は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
主
要
国
の
電
話
会
社
の
買
収
で
資
産
を
増
や
し
、
つ
い
に
二
〇
〇
九
年
フ
ォ
ー
ブ

第３章 自動車産業の担い手
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ス
誌
の
世
界
の
大
富
豪
番
付
第
一
位
の
座
に
上
り
詰
め
た
。

カ
ル
ロ
ス
・
ス
リ
ム
は
企
業
買
収
に
よ
っ
て
現
在
の
富
を
築
い
た
と
い
っ
て
い
い
。
自
動
車
部
品
事
業

を
傘
下
に
も
つ
コ
ン
ド
ゥ
メ
ッ
ク
ス
も
一
九
九
二
年
に
企
業
買
収
で
傘
下
に
収
め
た
も
の
だ
。
コ
ン
ド
ゥ

メ
ッ
ク
ス
は
一
九
五
二
年
に
外
国
企
業
の
出
資
で
設
立
さ
れ
た
電
気
・
通
信
用
ケ
ー
ブ
ル
の
メ
ー
カ
ー
だ
。

ケ
ー
ブ
ル
を
軸
に
事
業
を
多
角
化
し
、
そ
の
関
連
で
一
九
六
三
年
に
自
動
車
部
品
生
産
に
参
入
し
た
。
さ

ら
に
一
九
七
九
年
に
は
メ
キ
シ
コ
政
府
の
自
動
車
産
業
育
成
政
策
の
強
化
に
応
じ
て
ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ー
ネ
ス

の
事
業
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。

コ
ン
ド
ゥ
メ
ッ
ク
ス
が
ス
リ
ム
の
手
に
渡
っ
た
背
景
に
は
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て

メ
キ
シ
コ
に
企
業
買
収
を
行
い
や
す
い
経
済
環
境
が
存
在
し
た
こ
と
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
八
〇
年

代
中
頃
に
は
、
一
九
八
二
年
対
外
債
務
危
機
発
生
直
後
の
混
乱
期
に
国
有
化
さ
れ
た
銀
行
の
保
有
株
が
、

大
量
に
売
り
に
出
さ
れ
た
。
一
九
九
〇
年
前
後
に
は
、
大
規
模
な
公
企
業
民
営
化
が
実
施
さ
れ
た
。
ま
た

一
九
八
二
年
対
外
債
務
危
機
や
一
九
九
四
年
通
貨
危
機
の
影
響
で
、
経
営
に
行
き
詰
っ
た
民
間
企
業
が
数

多
く
存
在
し
た
。
さ
ら
に
、
経
済
の
先
行
き
不
安
か
ら
、
投
資
を
引
き
上
げ
た
内
外
の
投
資
家
・
企
業
も

多
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
企
業
の
所
有
権
が
流
動
化
す
る
状
況
が
生
じ
た
た
め
、
容
易
か
つ
安
上
が
り
に

企
業
買
収
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
コ
ン
ド
ゥ
メ
ッ
ク
ス
を
含
む
持
株
会
社
グ
ル
ー
ポ
・
カ
ル
ソ
の
傘
下
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企
業
の
多
く
は
、
こ
の
時
期
に
ス
リ
ム
に
よ
っ
て
買
収
さ
れ
た
企
業
だ
っ
た
。

同
様
の
経
緯
で
自
動
車
部
品
工
業
に
参
入
し
た
の
が
サ
ン
ル
イ
ス
だ
。
サ
ン
ル
イ
ス
は
、
メ
キ
シ
コ
革

命
の
英
雄
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
マ
デ
ロ
を
出
し
た
マ
デ
ロ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
一
員
が
、
一
九
七
九
年
に
立
ち

上
げ
た
財
閥
持
株
会
社
だ
。
公
企
業
民
営
化
で
ラ
ッ
シ
ー
ニ
を
落
札
し
て
部
品
工
業
に
参
入
し
た
。

３

日
系
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
メ
キ
シ
コ
系
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
テ
ィ
ア
２
以
下
の
階
層
へ
の
メ
キ
シ
コ
企
業
の
参
入
状
況
に
つ
い
て
は
、
資
料

の
制
約
か
ら
全
貌
を
把
握
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
そ
こ
で
私
の
聞
き
取
り
調
査
を
基
に
、
日
系
自
動
車
メ
ー

カ
ー
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
事
例
を
紹
介
し
た
い
。
最
初
に
、
私
の
聞
き
取
り
調
査
に
つ
い
て
説
明
し

て
お
こ
う
。

第３章 自動車産業の担い手
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サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
聞
き
取
り
調
査

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
全
貌
を
一
国
規
模
で
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
れ

は
参
入
す
る
企
業
が
膨
大
な
数
に
上
る
こ
と
と
、
と
く
に
テ
ィ
ア
２
以
下
の
企

業
に
つ
い
て
の
情
報
取
得
が
難
し
い
た
め
だ
。
そ
こ
で
私
は
日
系
企
業
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
中
核
を
な
す
日
系
部
品
メ
ー
カ
ー
な
ら
び
に
自
動
車
産
業
に
関
連

す
る
日
系
企
業
に
聞
き
取
り
調
査
を
行
う
こ
と
で
、
そ
の
実
態
に
迫
ろ
う
と
試
み
た
。
聞
き
取
り
調
査
企

業
の
内
訳
は
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
三
社
、
テ
ィ
ア
１
部
品
メ
ー
カ
ー
二
六
社
、
テ
ィ
ア
２
部
品
メ
ー
カ
ー

七
社
、
テ
ィ
ア
３
部
品
メ
ー
カ
ー
一
社
、
部
品
・
素
材
輸
入
企
業
三
社
、
総
合
商
社
三
社
、
設
備
関
連
企

業
二
社
の
合
計
四
五
社
だ
。

聞
き
取
り
対
象
の
日
系
部
品
メ
ー
カ
ー
は
、
ほ
と
ん
ど
が
聞
き
取
り
対
象
の
日
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の

う
ち
の
一
社
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
当
た
る
。
同
社
の
メ
キ
シ
コ
国
内
の
テ
ィ
ア
１
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
数
は

二
〇
一
二
年
時
点
で
お
よ
そ
一
七
〇
社
と
の
こ
と
。
同
社
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
な
か
で
、
と
く
に
重
要
部

品
に
つ
い
て
、
日
系
部
品
メ
ー
カ
ー
の
重
要
性
は
高
く
、
主
要
二
〇
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
は
日
系
企
業
と
い
う
。

聞
き
取
り
対
象
に
は
、
協
力
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
少
数
の
企
業
を
除
き
、
同
社
の
日
系
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の

ほ
と
ん
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
形
成
過
程
や
現
在
の
特
徴
を
具
体
的

に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
考
え
た
。
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少
な
い
メ
キ
シ
コ
系

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

聞
き
取
り
調
査
で
は
、
日
系
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
テ
ィ
ア
１
、
テ
ィ
ア
２
、

テ
ィ
ア
３
の
計
三
四
社
に
対
し
、
メ
キ
シ
コ
国
内
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
メ
キ
シ

コ
企
業
が
い
る
か
、
い
る
場
合
、
企
業
名
を
質
問
し
た
。
そ
の
結
果
は
、
部
品

製
造
に
用
い
る
素
材
、
車
両
に
組
み
付
け
る
部
品
の
製
造
、
部
品
の
製
造
工
程
の
一
部
の
委
託
加
工
な
ど

で
メ
キ
シ
コ
企
業
を
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
も
つ
企
業
は
二
二
社
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
の
う
ち
一
九
社
が
企
業

名
を
挙
げ
て
く
れ
た
の
で
、
そ
れ
を
基
に
メ
キ
シ
コ
系
テ
ィ
ア
２
以
下
の
企
業
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
。

そ
の
リ
ス
ト
か
ら
次
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
。

リ
ス
ト
に
上
が
っ
た
メ
キ
シ
コ
系
企
業
の
数
は
六
四
社
だ
。
一
社
で
二
社
以
上
の
日
系
企
業
の
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
を
兼
ね
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
延
べ
数
で
は
七
八
社
と
な
る
。
注
目
さ
れ
る
第
一
の
点
は
、
七
八

社
の
う
ち
四
二
社
の
取
引
先
が
日
系
企
業
四
社
に
集
中
し
て
い
る
点
だ
。
残
り
の
日
系
企
業
一
五
社
は
、

あ
わ
せ
て
三
六
社
、
一
社
当
た
り
で
一
か
ら
四
社
の
メ
キ
シ
コ
企
業
を
取
引
相
手
に
も
つ
に
す
ぎ
な
い
。

第
二
の
点
は
、
六
四
社
の
う
ち
の
八
社
は
前
述
の
勝
ち
組
テ
ィ
ア
１
企
業
四
六
社
の
う
ち
の
企
業
で
、
し

か
も
六
社
は
表
３－

４
に
挙
げ
た
財
閥
の
傘
下
企
業
で
あ
る
こ
と
だ
。
以
上
の
事
実
は
、
一
部
の
日
系
企

業
を
例
外
と
し
て
、
メ
キ
シ
コ
企
業
は
日
系
企
業
の
テ
ィ
ア
２
以
下
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
あ
ま
り
参

入
で
き
て
い
な
い
こ
と
、
テ
ィ
ア
２
以
下
に
お
い
て
も
勝
ち
組
テ
ィ
ア
１
企
業
の
存
在
感
が
大
き
い
こ
と

第３章 自動車産業の担い手
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を
示
し
て
い
る
。

例
外
の
四
社
が
比
較
的
多
く
の
メ
キ
シ
コ
企
業
を
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
も
つ
理
由
と
し
て
、
次
の
点
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、
他
の
日
系
企
業
と
比
較
し
て
国
内
購
買
比
率
が
高
い
こ
と
が
あ
る
。
そ

の
た
め
に
国
内
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
数
も
大
き
い
。
そ
の
な
か
で
メ
キ
シ
コ
企
業
は
比
率
と
し
て
は
小
さ
い

が
、
母
数
が
大
き
い
た
め
に
絶
対
数
が
大
き
く
な
っ
た
と
い
え
る
。
第
二
に
、
日
系
企
業
の
な
か
で
は
メ

キ
シ
コ
国
内
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
開
拓
に
比
較
的
熱
心
な
こ
と
が
あ
る
。

以
上
の
検
討
を
ま
と
め
る
と
次
の
と
お
り
と
な
る
。
部
品
メ
ー
カ
ー
全
体
に
占
め
る
メ
キ
シ
コ
企
業
の

比
率
、
テ
ィ
ア
１
部
品
メ
ー
カ
ー
の
な
か
の
メ
キ
シ
コ
企
業
の
比
率
、
日
系
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
参
入

す
る
テ
ィ
ア
１
な
ら
び
に
テ
ィ
ア
２
以
下
の
部
品
メ
ー
カ
ー
中
の
メ
キ
シ
コ
企
業
の
数
、
い
ず
れ
の
指
標

で
み
て
も
、
メ
キ
シ
コ
企
業
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
へ
の
参
入
の
度
合
い
は
非
常
に
低
い
と
い
え

る
。
日
系
企
業
が
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
し
て
メ
キ
シ
コ
企
業
を
選
択
し
な
い
の
は
、
メ
キ
シ
コ
に
進
出
す
る

外
国
企
業
か
ら
の
購
買
、
あ
る
い
は
輸
入
と
い
う
、
彼
ら
が
よ
り
適
切
と
考
え
る
別
の
選
択
肢
が
存
在
す

る
た
め
と
い
え
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
選
択
を
可
能
に
し
て
い
る
の
が
、
北
米
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

存
在
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
北
米
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
形
成
過
程
は
第
５
章
で
、
そ
の
構
造
は
第
６
章
で

明
ら
か
に
す
る
。
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一
方
で
、
比
較
的
多
く
の
メ
キ
シ
コ
企
業
を
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
も
つ
四
社
の
存
在
は
、
メ
キ
シ
コ
企
業

の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
へ
の
参
入
の
可
能
性
が
ま
っ
た
く
閉
ざ
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
も
示
し
て
お

り
、
今
後
の
展
望
を
探
る
う
え
で
も
重
要
だ
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
テ
ィ
ア
２
以
下
の
メ
キ
シ
コ
企
業

六
四
社
の
特
徴
の
分
析
と
あ
わ
せ
て
、
終
章
で
再
度
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
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